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三
男　
　
 
松 
平 　

ま
つ    
だ
い
ら

 
定  
勝 

さ
だ 
か
つ

永
禄
二
（
一
五
五
九
）
年
父
は
坂
部
城

主
久
松
俊
勝
、
母
は
於
大
の
方
（
伝
通
院
）

の
三
男
と
し
て
誕
生
。
生
後
ま
も
な
く
、

異
父
兄
の
松
平
元
康（
の
ち
の
徳
川
家
康
）

か
ら
家
門
に
準
じ
て
、
松
平
の
称
号
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

織
田
信
長
が
本
能
寺
の
変
で
家
臣
の
明

智
光
秀
に
よ
っ
て
自
尽
し
た
直
後
の
天
正

十
（
一
五
八
二
）
年
六
月
、
定
勝
二
十
三

歳
の
と
き
、勢
い
を
も
っ
た
羽
柴
秀
吉（
の

ち
の
豊
臣
）
は
家
康
に
、
定
勝
を
羽
柴
家

の
養
子
に
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
生
母
で
あ
る
於
大
の
方
が
強
く

家
康
に
反
対
し
、
と
ど
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
前
回
ま
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
長
兄
・

康
元
が
常
に
本
国
を
留
守
に
し
て
い
た
こ

と
や
、
次
兄
・
康
俊
も
少
年
時
代
か
ら
他

家
へ
人
質
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
於
大
の
方
は
末
っ
子
の
定
勝
だ
け
は

自
分
の
そ
ば
に
置
い
て
お
こ
う
と
し
た
た

め
で
す
。）

そ
ん
な
こ
と
か
ら
定
勝
は
一
時
、
家
康

か
ら
は
疎
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や

は
り
そ
こ
は
異
父
兄
弟
、
そ
の
後
、
家
康

は
親
子
ほ
ど
歳
の
離
れ
た
定
勝
を
非
常
に

可
愛
が
り
ま
し
た
。

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
九
月
、
定

勝
三
十
一
歳
の
と
き
、
下
総
国
（
現
在
の

千
葉
県
）
三
千
石
を
与
え
ら
れ
、
慶
長
四

（
一
六
〇
〇
）
年
四
千
石
を
増
加
さ
れ
、

伊
勢
国
長
島
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
大
阪
冬
の

陣
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
大
阪
夏
の

陣
で
は
伏
見
城
、
二
条
城
を
守
備
、
家
康

か
ら
の
信
頼
の
厚
さ
が
分
か
り
ま
す
。

家
康
没
後
の
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年

に
は
伊
勢
国
桑
名
城
を
二
代
将
軍
秀
忠
か

ら
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

寛
永
元
（
一
六
二
四
）
年
没
、
享
年
六

十
五
歳
で
し
た
。
そ
の
子
孫
は
後
に
桑
名

藩
主
や
松
山
藩
主
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

定
勝
の
墓
所
は
三
重
県
桑
名
市
照
源
寺
に

あ
り
ま
す
。

（
一
部
、『
於
大
の
方
物
語
』か
ら
引
用
）

戦
国
時
代
に
阿
久
比
で
生
誕
し
た
三
兄
弟

三
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
は
三
男
「
定
勝
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　町内にある県指定文化財５件と町指定文化財 ２６ 件すべてに、

写真と簡単な説明を掲載した「阿久比町文化財ガイド」を作成

しました。

　Ａ４判、全 １４ 頁、両面カラー印刷、表紙には県指定文化財の

阿弥陀如来坐像（平泉寺）を掲載しています。

　希望者には無料で配布します。（役場、中央公民館本館、図書

館で配布）

～こんなことが掲載されています（一部）～
☆町指定有形民俗文化財５台の山車

☆阿久比谷虫供養の歴史と掛軸 １２ 幅

☆坂部城主久松氏と於大の方に関係する文化財

問い合わせ先

　社会教育課（中央公民館本館内）

　�（４８）１１１１（内２６２）
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